
　　
平
成
24
年
度
の
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
申
込
書
を
世
帯
主

宛
に
住
所
地
へ
一
括
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
締
切
は
、
３
月
16
日
（
金
）
ま
で
で

す
。
各
項
目
で
ご
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返

信
用
封
筒
に
す
べ
て
を
入
れ
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室 

健
康
増

進
係
　
　

☎
63
―
３
１
１
５

　
心
肺
蘇
生
法
が
新
し
く
変
わ
り
、
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
新
し
く

な
っ
た
応
急
手
当
を
覚
え
て
あ
な
た
の
大
切

な
人
の
も
し
も
の
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
人
形

で
練
習
し
な
が
ら
、
応
急
手
当
を
覚
え
ま

し
ょ
う
！

　
４
月
は
中
央
署
、
５
月
は
南
佐
渡
署
で
す
。

【
３
月
の
講
習
】

日
時
　
３
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら

場
所
　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

定
員
　
15
名
程
度

対
象
　
小
学
５
年
生
以
上

申
込
期
限
　
３
月
16
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
相
川
消
防
署
　
救
急
･
救
助
係

☎
74
―
３
１
２
４

　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
ご
覧
に
な
れ
る
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送
」

は
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
終
了
し
ま

す
。

　
そ
の
後
も
引
き
続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
ご
覧
に
な
る
に
は
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送

終
了
ま
で
に
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
、
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
を
継
続
使
用
す
る
場
合
は

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
受
信
機
を
準
備
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額

免
除
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
々
を

対
象
と
し
た
「
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
が
平
成

24
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
デ
ジ
ア
ナ
変

換
放
送
を
ご
覧
の
方
で
、
前
記
支
援
対
象
世

帯
に
該
当
し
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
年
度
内
の
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
　
☎
０
５
７
０
―
０
２
３
７
２
４

有
　
料
　
広
　
告

平成24年度 新潟県交通災害共済
交通災害共済は、全市町村で行う助け合いの制度です。

　お申込期間　平成24年 2月 1日～ 3月 31日
　共 済 期 間　平成24年 4月 1日～平成25年 3月 31日
　　　　※４月以降のお申込みはその翌日から平成 25年 3月 31日

　　　　　までが共済期間になります。

お問い合わせ　佐渡市役所総務課防災安全係（☎63-5135）

または、各支所・行政サービスセンターの担当係へお願いします。

年会費５００円

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

平
成
24
年
度 

各
種
健（
検
）診
、高
齢
者
・

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
費
用
助
成

の
申
込
み
を
お
忘
れ
な
く
！

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
デ
ジ
ア
ナ

変
換
放
送
を
ご
覧
の
皆
様
へ

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

本　　庁 ☎63-3111　

両津支所 ☎27-2111　

相川支所 ☎74-3111

佐和田行政サービスセンター ☎57-2111

新穂行政サービスセンター ☎22-3111

畑野行政サービスセンター ☎66-3111

真野行政サービスセンター  ☎55-3111

小木行政サービスセンター ☎86-3111

羽茂支所 ☎88-3111

赤泊行政サービスセンター ☎87-3111

佐渡市ホームページ　

　http://www.city.sado.niigata.jp

お
　
知
　
ら
　
せ
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市
営
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
４
３
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
２
階
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
９
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
９
１
０
０
円

◆
瓜
生
屋
第
１
住
宅
（
新
穂
）

　※

単
身
で
の
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
新
穂
瓜
生
屋
２
８
３
番
地
２

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
２
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
７
９
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
（
４
階
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
１
階
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
２
８
番
地
７

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
一
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
６
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
４
万
２
０
０
０
円
（
定
額
）

　
定
住
促
進
住
宅
　

◆
榎
田
住
宅
団
地
（
畑
野
）

　
所
在
地
　
畑
野
１
０
８
５
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
（
複
層
住
戸
／
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
４
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
４
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名
（
県
営
住

宅
は
１
名
）

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係
　
☎
63―

５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該

当
す
る
こ
と
。

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、
お
り
と
住
宅
「
④
、
⑤
」

・
瓜
生
屋
第
１
住
宅
「
⑤
」

・〔
特
〕
木
戸
沢
第
３
住
宅
、〔
特
〕
吉
井
第

２
住
宅
「
④
⑥
」

・〔
定
〕
榎
田
住
宅
団
地
「
④
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公

課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

　障害福祉サービス事業所「あんずの家」では、利用者の

皆さんの作業の一環として、ウエスづくりを行っていま

す。その材料となる古着やタオル、浴衣、シーツ等を集め

ています。ご家庭で不用の古着やタオルなどをご寄付く

ださい。ご連絡いただければ取りにうかがいます。

　あんずの家　両津湊 343 番地 46　☎23-3303（高橋）

有
　
料
　
広
　
告

ウエスの材料を集めています
ご協力ください！ 生徒募集！

世界の色々な国の人たちと交流
英語のシャワー！楽しくレベルアップ！

英語教育はトータルで！
幼児～高校生

国立・私立大・英検合格！

岡村礼子英語教室
佐渡市八幡2168-6 
☎0259-52-2265

（一人ひとりと向き合います）

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年

４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る

市
町
村
の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所
農
林
水
産
課
（
第
２
庁
舎
）

　
☎
63―

３
７
６
１

・
佐
渡
地
域
振
興
局
　
林
務
担
当

　
☎
74―

３
４
６
４
　

中
小
企
業
、個
人
事
業
者
の
皆
様
へ

特
許
･
商
標
･
意
匠
等
相
談
会
、知
的
財
産
講
座

　
製
品
や
技
術
等
を
知
的
財
産
と
し
て
管
理

す
る
た
め
に
「
特
許･

商
標･

意
匠
等
相
談

会
、
知
的
財
産
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
21
日(

水) 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容

【
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
】

○
観
光
関
連
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
る
商

品
活
用
事
例

○
簡
単
に
で
き
る
商
標
出
願
書
類
の
作
成
方
法

　
定
員
　
30
名

【
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
】

○
「
特
許･

実
用
新
案･

商
標･

意
匠
」
無
料
相
談

　
定
員
　
５
名

　
講
師
　(

社)

新
潟
県
発
明
協
会 

統
括
知
財

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
比
企 

修
さ
ん

主
催
　(

社)

新
潟
県
発
明
協
会

協
力
　
佐
渡
市･

佐
渡
連
合
商
工
会

そ
の
他
　
い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
す
。
当
日

は
、
企
業
訪
問
相
談
の
予
約
受
付
も
あ
り
ま

す
。
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
観
光
商
工
課 

商
工
振
興
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63―
５
１
１
６

● 

働
く
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
や
失
業
者

の
方
な
ど
が
業
務
・
就
労
に
必
要
な
資
格

（
国
家
資
格
・
公
的
資
格
・
民
間
資
格
な

ど
）
を
取
得
す
る
際
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

・
失
業
者
等
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録

し
て
い
る
方

・
市
内
の
中
小
企
業
者
の
う
ち
次
の
対
象
業

種
に
該
当
す
る
事
業
者

鉱
業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業
、
建
設

業
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
業
、

卸
売
業
、
小
売
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
一
部
を
除
く
）

補
助
内
容
　
資
格
の
取
得
に
か
か
る
受
験

料
・
受
講
料
・
旅
費
の
２
分
の
１
以
内
の

額

※

１
人
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
、
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
ま
す
。

※

１
事
業
者
あ
た
り
５
人
を
上
限
、
１
人
１

回
ま
で
で
す
。

● 

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
　

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
が
景
気
変

動
な
ど
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
事
業
活
動

の
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
雇
用
す
る
労
働

者
を
一
時
的
に
休
業
さ
せ
た
場
合
に
、
国
の

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
休
業
手

当
分
を
上
乗
せ
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
等
を
有

す
る
中
小
企
業
主
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
に
係
る
計
画

書
を
提
出
し
、
支
給
決
定
を
受
け
た
人

※

た
だ
し
、
申
請
時
に
お
い
て
廃
業
ま
た
は

事
業
所
等
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

対
象
は
、
判
定
基
礎
期
間
の
末
日
が
平
成

22
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
の

期
間
内
の
も
の
で
す
。

補
助
内
容
　
新
潟
労
働
局
で
決
定
を
し
た
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
支
給
決
定
通

知
書
の
金
額
か
ら
算
出
さ
れ
た
中
小
企
業
者

が
負
担
す
る
休
業
手
当
額
の
２
分
の
１
以
内

の
額
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
観
光
商
工
課 
商
工
振
興
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63―

５
１
１
６

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信

託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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　価値のある歴史的建造物が残る小木のまちなみ。そのまちなみを
活かしたまちづくりをどう進めていけばよいのでしょうか。お二人
の先生をお招きし、講演会を開催します。町屋のひとつ「天南荘」
で、小木のすばらしさを再認識してみましょう。ご興味がある方、
一緒にまちづくりに向き合っていただける方、皆さんのご参加をお
待ちしています。
日　時　3月24日(土)13:00～16:00　　会場　天南荘(小木町)
参加者　佐渡市にお住まいの方（定員70名） ※参加費 無料
内　容
　●岡﨑准教授(新潟大学) の講演
　　「小木の町並みとまちづくり」
　●木村教授(長岡造形大学)の講演　
　　「歴史ある建物を活かす」
　●お茶を飲みながら座談会　
主催：小木湊まちなみの輪、佐渡市、新潟県佐渡地域振興局
申込み・お問い合わせ
　市役所小木行政サービスセンター　☎86-3111・FAX86-3657
　市役所建設課　住宅係　☎63-5118・FAX63-3765
※窓口へお越しいただくか、お電話にて3月19日（月）までにお申し込みく
ださい。FAXの場合は、参加ご希望の方のお名前、ご住所、電話番号を
記入してください。
※会場の関係で定員があります。定員を越えた場合は、抽選を行います。抽
選にもれた方には、電話にてお知らせをさせていただきます。

期日　3月 17日（土）～ 20日（火・祝）
時間　10：00～ 14：00
場所　佐渡市真野活性化センター
　　　「いぶき 21」

大鍋汁（１杯 100 円）や大崎手打ちそば

・アンコウ吊るし切り・鬼太鼓の実演、

佐渡の地酒・佐渡天然ブリカツ丼・カ

キの殻焼きなど、郷土料理が多数出店

お問い合わせ　
　さど食の陣実行委員会

　☎24－1955

小木まちなみ講演会

入
場
無
料

佐
渡
の
食
材
を
満
喫
！

よ
っ
て
け
ま
つ
り

さ
ど
食
の
陣

佐渡スポーツハウスでは4月から下記教室開催を計画しています。

何か気になる教室は見つかりましたか？ 多くの参加者をお待ちしています。

健康が気になり出したら即実行！　まずはショートレッスンからいかがですか？

お問い合わせ　佐渡スポーツハウス　☎55－2566

〈同時開催〉「ひなまつり茶会（裏千家）」
　　場所：天南荘入口
　　時間：10:00～14:00　料金：300円／いっぷく（お菓子付き）
　　お点前：10:00／11:00／12:00／12:30／13:30（約20分ほど）
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私
た
ち
の
活
動
の
重
点
は
、
〜
地
球
環
境
を
守
り
、
安
全
・
安

心
な
生
活
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
〜
で
す
。

 

日
頃
は
５
０
０
名
余
り
の
会
員
で
学
習
を
重
ね
、
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
か
ら
、
今
回
は
「
地
産
地
消
」

に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
佐
渡
市
消
費
者
協
会
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
毎
年
、
佐
渡
地
域

振
興
局
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
島
内
の
生
産
者
を
訪
ね
、

圃
場
見
学
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
主
な
見
学
先
は
、
西
三
川
の
ス
イ
カ
畑
、
金
井
で
メ
ロ

ン
の
ハ
ウ
ス
、
八
幡
で
ナ
ス
や
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
、
羽
茂
で
ル
・
レ

ク
チ
エ
の
追
熟
の
作
業
場
、
小
木
で
イ
チ
ジ
ク
の
ハ
ウ
ス
や
乳
牛

を
育
て
て
い
る
若
い
酪
農
家
、
直
売
所
な
ど
で
し
た
。
そ
し
て
市
役

所
や
Ｊ
Ａ
佐
渡
の
関
係
者
か
ら
「
地
産
地
消
推
進
計
画
」
や
認
証

米
な
ど
の
お
話
を
聞
い
て
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
Ｅ
Ｍ
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ぶ
ど
う
園
を
訪
れ
、
午

後
は
市
役
所
の
担
当
者
か
ら
ジ
ア
ス
（
世
界
農
業
遺
産
）
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
生
産
者
を
訪
ね
農
産
物
を
直
に
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
産
者
の
努
力
や
苦
労
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
も
っ
と
地
場

産
を
求
め
利
用
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
生
産
者
は
消
費
者
の

た
め
に
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
食
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
関
係
「
地
産
地

消
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

佐
渡
の
産
業
を
助
け
る
こ
と
に

も
な
り
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

を
小
さ
く
し
、
そ
れ
が
や
が
て

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
Ｃ

Ｏ
２

の
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

佐
渡
市
消
費
者
協
会
　

　
佐
和
田
地
区
代
表
　

　
　
　
　
渡
邉
　
典
子

　新潟県佐渡地域振興局の委託事業として、実

際に放映される30分のテレビ番組の制作を佐

渡の小・中学生と共に行いました。

　昨年度の「森の荒廃と間伐材リサイクル」に

続いて、今回は、美しい佐渡の風景のなかで目

についてしまう漂着ゴミや、不法投棄の問題を

とりあげています。

　子どもたち自身で取り組めることを考え、防

止を呼びかけるCMづくりを行いました。イン

ターネットでも取り組みの一部をご覧いただけ

ます。

　　http://www.facebook.com/sado.eco

番組名　きれいな佐渡を守るために
　　　～佐渡・次世代環境メッセンジャーTV

　　　　プロジェクト

放送局　サドテレビジョン（ケーブルテレビ）
放送日　3月20日(火)　
　　　　　17：30～、19：00～、21：00～、

　　　　　22：00～、23：00～

　　　　3月21日(水)

　　　　　6：00～、8：00～、12：00～

　　　　　　計8回予定

企画製作・番組へのお問い合わせ
　NPO法人しまみらい振興機構　☎81－4567

後援：佐渡市・佐渡市教育委員会　
協力：サドテレビジョン

佐渡の環境を考える
　 テレビ番組を放送！

子どもたちと一緒に作った

期        日

会        場

主        催

入  場  料

後        援

お問い合わせ

平成24年3月25日（日） 午後3時・午後6時
赤泊総合文化会館
赤泊演劇研究会
無　料
佐渡市・赤泊地区公民館
赤泊演劇研究会 ☎87-2249（代表：菊池太一）

佐
渡
市
消
費
者
協
会
　
活
動
の
中
か
ら

ほ

民
話
の
里
赤
泊

民
話
の
里
赤
泊

民
話
の
里
赤
泊

島に春の訪れを告げるむら芝居

創作民話劇

玄 達 物 語
げ ん た つ も の が た り

玄 達 物 語玄 達 物 語玄 達 物 語
げ ん た つ も の が た り

玄 達 物 語
げ ん た つ も の が た り

玄 達 物 語玄 達 物 語玄 達 物 語
げ ん た つ も の が た り

玄 達 物 語
げ ん た つ も の が た り
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■
高
田
公
園

　
高
田
公
園
は
徳
川
家
康
の
六
男
・
松
平
忠

輝
公
の
居
城
と
し
て
築
か
れ
た
高
田
城
の
城

跡
公
園
で
す
。
１
９
９
３
年
に
史
実
に
基
づ

き
高
田
城
三
重
櫓
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
春
は
日
本
三
大
夜
桜
の
一
つ
「
高
田
城
百

万
人
観
桜
会
」、
夏
は
東
洋
一
の
ハ
ス
、
秋
は

紅
葉
、
冬
は
雪
行
燈
の
優
し
い
灯
り
が
つ
つ

む
「
冬
の
高
田
城
雪
行
燈
め
ぐ
り
」
と
、
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
高
田
城
三
重
櫓
と
と
も
に
四

季
折
々
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
雁
木
の
ま
ち
な
み

　
雁
木
と
は
、
お
も
に
冬
季
の
通
路
を
確
保

す
る
た
め
に
家
屋
の
一
部
や
ひ
さ
し
な
ど
を

延
長
し
た
も
の
で
、
上
越
市
内
に
現
存
す
る

雁
木
の
総
延
長
は
16
㎞
と
日
本
一
の
長
さ
。

間
口
が
狭
く
、
奥
行
き
の
長
い
「
町
家
造
り
」

が
残
る
城
下
町
高
田
で
、
雁
木
通
り
を
歩
き

な
が
ら
ま
ち
な
か
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

☆
３
月
31
日
ま
で
、
和
菓
子
の
食
べ
歩
き
が

で
き
る
「
城
下
町
高
田 

和
菓
子
め
ぐ
り
」

を
開
催
中
！

■
旧
師
団
長
官
舎

　
旧
陸
軍
第
十
三
師
団
長
・
長
岡
外
史
中
将

の
官
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
明
治
期
の
貴

重
な
洋
風
建
築
物
で
す
。

※

観
桜
会
期
間
中
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

■
浄
興
寺

　
浄
土
真
宗
の
開
祖
・
親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の

名
刹
で
、
正
式
に
は
歓
喜
踊
躍
山
浄
土
真
宗

興
行
寺
と
い
い
ま
す
。
国
指
定
文
化
財
の「
本

堂
」
や
、
親
鸞
聖
人
の
頂
骨
（
頭
の
骨
）
を

納
め
た
「
本
廟
」
が
あ
り
ま
す
。
浄
興
寺
の

あ
る
寺
町
に
は
、
現
在
も
63
も
の
寺
院
が
集

ま
り
、
通
り
を
挟
ん
で
二
列
に
整
然
と
配
置

さ
れ
る
寺
町
の
景
観
は
大
変
珍
し
い
寺
院
群

と
し
て
、
全
国
的
に
も
他
に
例
を
見
な
い
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※

観
桜
会
期
間
中
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

第
87
回
　
高
田
城
百
万
人
観
桜
会

　
約
４
，
０
０
０
本
も
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

約
３
，
０
０
０
個
の
ぼ
ん
ぼ
り
に
照
ら
さ
れ

た
桜
が
お
堀
の
水
面
に
映
え
る
美
し
さ
は
日

本
で
も
有
数
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本

三
大
夜
桜
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
６
日
（
金
）
〜
22
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
高
田
公
園
（
上
越
市
本
城
町
）

お
問
い
合
わ
せ
　

(

社)

上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
　

☎
０
２
５―

５
４
３―

２
７
７
７

　
上
越
市
に
あ
る
高
田
は
、
慶
長
19
年(

１
６
１
４)

の
高
田
城
築
城
と
と
も
に
造
ら
れ
た
城
下
町
。
２
０
１
４
年
に
開
府
４
０
０
年

を
迎
え
る
こ
の
地
に
は
、
今
も
城
下
町
の
風
情
を
残
す
町
家
と
、
総
延
長
16
㎞
も
の
雁
木
の
ま
ち
な
み
が
残
り
ま
す
。

　
歴
史
の
香
り
漂
う
城
下
町
で
、
春
の
高
田
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
春
は
、花
と
雪
の
城
下
町 

高
田 

へ

高田城三重櫓と夜桜 浄興寺

雁木のまちなみ

旧師団長官舎

城
下
町
高
田
の
春
の
オ
ス
ス
メ
イ
ベ
ン
ト

か
ん
ぎ
ゆ
や
く
ざ
ん
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う

こ
う
ぎ
ょ
う
じ

が
ん
ぎ

さ
ん
じ
ゅ
う
や
ぐ
ら

じ
ょ
う
こ
う
じ

し
ん
ら
ん

ほ
ん
び
ょ
う
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集客プロモーションパートナー都市

お問い合わせ　上越市観光振興課　☎025-526-5111　

クリック

上越市からのお知らせ
佐渡市と上越市は両市のさらなる交流人口
の拡大と集客を目指して「集客プロモーシ
ョンパートナー都市協定」を締結し、集客
に向けたＰＲ活動をお互いに支援する取組
みを行っています。

上越観光ネット



佐渡連合商工会代表「ふるさと祭り東京」を視察
　全国の『味』や『お祭り』が集結して「ふるさと祭り東京」が、

１月７日から15日まで東京ドームで開催された。祭りも最高潮の12日、

佐渡連合商工会代表の若林俊孝、八木正人両氏が視察に訪れた。首

都圏佐渡連合会関係役員６名も合流。お祭り広場では青森ねぶた、

秋田竿灯などの祭りが競演、ご当地コーナーでは全国の『味』の饗

宴と『どんぶり選手権』が開催、海、山、

大地のふるさとの味を求め長蛇の列

が続く。広い会場をくまなく視察、

その後の交流会において、来年のお

祭りに参加の方針が出されることを

期待する発言もあり、終始和やかな

雰囲気の中で視察の日程を終えた。

東京新潟県人会が新年祝賀会を開催
　東京新潟県人会 ( 会長平辰氏：佐渡市河崎出身）は 1月21日11時

20分から目白の椿山荘で新年祝賀会を開催。県選出国会議員、県知

事、県議、市町村長ほか多数の来賓、会員等総勢 1,000 余名が出席。

在京佐渡郷土会からも 50 余名が参加。国歌斉唱、会長挨拶に続き、

昨秋日展彫刻の部で内閣総理大臣賞を受賞した親松英治氏（佐渡市

羽二生出身）へ感謝状が贈呈、泉田知事ほか来賓の挨拶、鏡開き、

乾杯と続く。アトラクションは唄と踊りなど盛りだくさん。フィナー

レは恒例の佐渡おけさの輪踊

り。会場一杯に踊りの輪が広が

り、佳境に達した 3 時過ぎ納涼

会での再会を誓い盛会裡のうち

に散会した。

( 文責 : 佐渡市東京事務所駐在員

　　　　　　　　　 元田利夫 )

　
２
月
17
・
18
日
と
金
沢
へ
出
か
け
ま
し
た
。
降
り
し
き
る
雪
に
、
北
陸
線
は

混
乱
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
目
的
の
一
つ
は
北
陸
農
政
局
長
へ
の
訪
問
で
し
た
。
ま
ず
は
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）
認
定
支
援
の
お
礼
と
国
営
灌
漑
排
水
事
業

の
国
営
部
分
が
25
年
に
は
終
了
し
、
現
在
湛
水
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
羽
茂
の
柿
選
果
場
へ
の
交
付
金
の
お
礼
と
、
次
年
度
か
ら
の
Ｊ

Ａ
佐
渡
の
低
温
ラ
ッ
ク
式
コ
メ
倉
庫
に
対
す
る
交
付
金
の
要
望
を
い
た
し
ま

し
た
。
局
長
か
ら
は
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
認
証
米
」
制
度
の
成
功
を
喜
ん
で
い

た
だ
く
と
共
に
、
日
本
全
国
で
生
物
多
様
性
保
全
に
配
慮
し
た
農
業
が
広
ま

っ
て
い
る
の
で
、
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
佐
渡
は
、
今
後
も
先
駆
者
と

し
て
他
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
激
励
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
次
に
石
川
県
庁
を
訪
問
し
て
谷
本
知
事
に
面
会
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
で
今
後
能

登
と
協
力
し
て
周
知
活
動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
す
で
に
３

月
20
日
に
は
石
川
県
と
佐
渡
で
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
同
時
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
両
地
域
は
競
い
合
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

そ
の
知
名
度
を
上
げ
る
べ
く
着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
、
石
川
動
物
園
で
分
散
飼
育
さ
れ
て
い
る
元
気
な
ト
キ
に
会
っ
て
き

ま
し
た
。
展
示
施
設
は
素
晴
ら
し
く
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た
映
像
に
よ
る

学
習
の
受
け
入
れ
態
勢
や
ヒ
ナ
の
ふ
化
の
ビ
デ
オ
放
映
な
ど
、
映
像
を
駆
使

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
で
建
設
中
の
ト
キ
ふ
れ

あ
い
施
設
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
石
川
県
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
佐
渡
も
大
雪
で
、
今
年
は
除
雪
が
追
い
付
か

ず
、
両
津
地
区
を
中
心
に
し
て
職
員
も
連
日
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
除
雪
経
費
は
今
ま
で
に
な
く
か
さ
み
、
大
幅
な
補
正
予
算
で
の
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
日
差
し
の
高
さ
に
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と

が
予
感
さ
れ
ま
す
。

　財務省関東財務局新潟財務事務所

が４月16日から事務所を移転します。

　引き続き、多額の借金でクレジット

やローンなどの返済でお困りの方か

らの相談を受けています。

　ひとりで悩まず、まず電話でご相

談ください。

移転先　
  新潟市中央区美咲町１丁目２番１号

　新潟美咲合同庁舎２号館９階

　☎025－281－7508

　(月～金曜　8:30～17:15）　

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

多
重
債
務
相
談
窓
口

新
潟
財
務
事
務
所
移
転
の
ご
案
内

ちんざん

ジ
　
ア
　
ス

か
ん
が
い

た
ん
す
い

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 1.17～2.13届出

1.5

1.12

1.13

1.14

1.15

1.19

2.1

2.8

1.14

1.21

1.5

1.12

1.13

1.17

1.20

1.23

2.1

2.2

要

優也

健史

洋平

太郎

光介

和義

正道

琢磨

健

達也

博司

寛仁

利明

芳和

克利

昭浩

和也

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

梅津

梅津

原黒

旭

加茂歌代

北五十里

梅津

潟端

二見

二見

東大通

沢根五十里

河原田諏訪町

中原

窪田

八幡町

東大通

河原田本町

（ひかる）

（かざね）

（はる）

（じゅん）

（こうたろう）

（くうや）

（りゅうせい）

（ことせ）

（しょう）

（さきと）

（ゆいた）

（ゆめ）

（ゆうま）

（りむ）

（ひまり）

（りゅうせい）

（いぶき）

（りょうた）

余　田　光　星

山　岸　悠　奏

小　嶋　　　暖

源　田　　　順

祝　　　紘太郎

山　本　空　弥

近　藤　龍　成

萩　田　ことせ

石　塚　　　惺

竹　内　咲　人

松　柴　結　大

加　藤　ゆ　め

猪　腰　優　真

髙　橋　利　夢

丸　家　陽　莉

大　地　竜　成

中　村　衣　吹

森　田　凌　太

1.21

1.23

1.27

1.31

2.2

2.2

2.5

2.6

2.6

2.7

2.9

2.12

2.12

1.16

1.22

1.23

1.31

2.8

2.10

1.17

1.18

1.18

1.21

1.21

1.23

1.23

1.25

1.27

1.27

1.28

1.31

2.1

2.5

2.6

2.8

2.8

99

78

60

102

81

77

85

61

87

96

50

84

92

92

83

87

93

90

91

80

90

73

81

76

77

82

67

84

91

84

86

87

103

74

91

94

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

下横山

両津夷

長江

両津夷

両津夷

浜田

吾潟

加茂歌代

豊岡

両津湊

河崎

両津夷

原黒

稲鯨

二見

姫津

高千

入川

石花

沢根

二宮

沢根五十里

河原田本町

下長木

中原

沢根五十里

中原

中原

沢根五十里

市野沢

河原田諏訪町

鍛冶町

河原田諏訪町

東大通

河原田本町

河原田本町

神　藏　ト　ミ

野　田　敏　男

伊　藤　光　夫

佐　藤　ハ　ツ

田　中　太　一

伊豆野　三　夫

福　井　秀　雄

塚　本　哲　司

鈴　木　ミドル

北　　　シズヱ

松　木　光　男

太　田　ト　シ

佐々木　一　 

岩　﨑　　　繁

　　野　マ　サ

石　見　一　雄

京　家　八　枝

池　田　　　夫

濱　田　次　郎

式　部　二　義

吉　良　テ　ル

山　下　　　豹

関　川　重　雄

明　畑　充　郎

本　間　辰　雄

伊　藤　政　次

大　谷　利　也

右　近　辰　子

間　島　カズヱ

加　藤　　　雄

佐　藤　光　造

名　畑　マサヱ

北　　　　　泰

近　藤　治　隆

佐　野　春　藏

　　瀬　田　鶴

2.11

1.18

1.26

1.28

1.31

2.3

1.17

1.21

1.22

1.27

1.31

1.21

1.24

1.26

1.30

2.9

1.16

1.17

1.17

1.20

1.24

2.5

2.7

2.7

2.9

2.11

1.17

1.18

1.29

2.1

1.22

1.28

2.4

2.10

1.24

2.3

100

64

101

84

93

74

98

81

78

82

83

88

85

67

92

84

77

85

84

75

71

97

95

77

99

77

95

89

86

88

94

77

94

79

87

87

佐和田

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

八幡

千種

中興

貝塚

金井新保

貝塚

新穂長畝

新穂瓜生屋

新穂正明寺

新穂正明寺

新穂田野沢

栗野江

小倉

小倉

寺田

松ヶ崎

吉岡

吉岡

西三川

西三川

豊田

真野新町

真野新町

椿尾

竹田

真野新町

小木町

沢崎

小比叡

小木木野浦

羽茂小泊

羽茂本郷

羽茂大石

羽茂本郷

上川茂

三川

本　間　キ　ク

山　城　ミサ子

土　屋　ス　ヱ

野　口　ツ　ユ

桑　原　ツ　ヤ

大　崎　　　敏

小　林　ミ　ヨ

本　間　眞　珠

土　屋　廣　志

本　多　勝　治

山　下　キ　セ

　　池　タ　ミ

平　馬　　　巖

木　島　昌　一

本　間　秀　雄

　　池　光　枝

信　田　正　一

中　川　ヤ　ヱ

金　子　シ　ゲ

金　子　イ　ツ

山　路　章　一

若　林　チ　エ

　　林　チ　ヨ

安　藤　　　夫

遠　藤　ミ　サ

松　井　哲　雄

福　井　末　　

髙　野　ハ　ル

井　端　伊千栄

中　野　冨美代

服　部　セ　ツ

加　藤　忠　雄

海老澤　ヨ　シ

羽　生　幸　男

岩　野　敏　光

竹　本　チヨ子

1.15

1.25

2.3

1.12

1.31

1.5

1.12

1.14

1.31

1.16

1.18

1.22

1.30

1.14

1.30

2.8

2.9

正人

潤

俊樹

研次

卓也

利一

朋彦

甲次

永高

裕之

裕也

臣卓

武宏

統一

章宏

健一

貴明

金　井

　〃

　〃

新　穂

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

赤　泊

泉

大和

千種

新穂大野

下新穂

三宮

宮川

目黒町

畑野

竹田

吉岡

真野新町

真野

木流

井坪

小木町

徳和

（とうや）

（たお）

（さとみ）

（けいすけ）

（とうま）

（ちり）

（きょうじ）

（みく）

（はるき）

（ゆうと）

（ひろと）

（りよ）

（えみる）

（そらね）

（とうご）

（くれあ）

（あゆり）

西　川　冬　弥

伊　藤　大　生

北　嶋　里　美

豊　木　啓　介

石　川　冬　真

渡　邉　千　莉

本　間　暁　士

本　間　美　玖

甲　斐　悠　希

小　田　悠　翔

佐々木　大　翔

丸　山　莉　世

佐々木　咲　瑠

山　本　空　音

笠　井　冬　悟

高　野　紅　愛

山　家　歩　璃

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）《デジタル112ch》で、　　
生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します

毎週月曜日 午後５時から「さどチャン」内で放送中！
　　　再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、23:00、翌朝6:30～
※撮影を希望される方は、火･金曜日の午後２時に佐渡総合病院４階東病棟授乳
室にお集まりください。撮影するのは赤ちゃんのみです。放送日は、お子さ
まの生まれた翌週月曜日となります。

お問い合わせ　市役所地域振興課 情報センター室　
　　　　　　　CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）　☎51－2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯

　通行止め、観光イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「こんにちは赤ちゃん」　

佐渡を彫れ

第12回 はんが甲子園大会
出場校

予選の作品を町内商店街で4月15日まで展示します。

都道府県 学　　　校　　　名

！

会場 相川体育館

　全国の高校から予選を勝ち抜いた13校に、島内選抜の

佐渡中等教育学校を加えた全14校が、高校生版画日本一

を競います。感性光る熱戦に、ご声援をお願いします。

本戦スケジュール

　3月16日(金)

17日(土) 

　3月18日(日) 開会式　取材　作品制作初日

　3月19日(月) 作品制作2日目

　3月20日(火) 作品制作3日目　制作終了　交流会

　3月21日(水) 審査会　表彰式　閉会式　選手離島

開会・閉会式、作品制作は見学自由です。
ぜひ見に来てください！

お問い合わせ
　全国高等学校版画選手権大会実行委員会
 （相川町商工会内）☎74－3236

　雪割草など佐渡の山野草は、見る人の心をなごませる貴重な資源です。

この貴重な植物を大切に守り、美しい佐渡の自然をいつまでも残すため、

市で委嘱した佐渡市自然保護巡視員が巡視を行っています。皆さんのご協

力をお願いします。

－法律による規制―
自然公園法、森林法などで、自然に生息する植物の採取は規制されてい
ます。無断で山野草などを採取した場合は、処罰されることがあります。
お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎63-3113

北 海 道

青 森 県

青 森 県

埼 玉 県

埼 玉 県

神奈川県

新 潟 県

静 岡 県

静 岡 県

大 阪 府

大 阪 府

島 根 県

島 根 県

広 島 県

北海道札幌平岸高等学校

青森県立弘前高等学校

青森県立青森戸山高等学校

埼玉県立熊谷女子高等学校

学校法人盈進学園 東野高等学校

神奈川県立弥栄高等学校

新潟県立佐渡中等教育学校

東海大学付属翔洋高等学校

静岡県立伊藤高等学校城ヶ崎分校

大阪信愛女学院高等学校

大阪市立工芸高等学校

島根県立安来高等学校

島根県立出雲商業高等学校

広島市立安佐北高等学校

佐渡市自然保護巡視員が活動しています

選手来島


